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６
月
も
今
週
で
終
り
ま
す
。

一
年
の
半
分
が
過
ぎ
て
、
こ
の

月
末
を
「
夏
越
し
の
大
は
ら

い
」
と
言
う
よ
う
で
す
。

暦
を
見
続
け
て
い
る
と
、
時

と
人
生
の
区
切
り
が
、
同
じ
よ

う
に
思
え
て
き
ま
す
。

７
月
は「
海
の
日
」が
あ
り
、

８
月
に
は
「
山
の
日
」
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
６
月
は
祝
日
が

な
い
月
で
、
何
か
ふ
さ
わ
し
い

祝
日
を
考
え
る
の
も
、
お
も
し

ろ
そ
う
で
す
。

七
十
二
候
は
、
夏
至
の
次
候

「
あ
や
め

花
咲
く
」
で
す
。

菖
蒲
（
あ
や
め
）
と
杜
若
（
か

き
つ
ば
た
）、そ
の
区
別
が
つ
き

ま
せ
ん
の
で
、
「
い
ず
れ
菖
蒲

か
杜
若
」
の
言
葉
も
、
分
か
ら

な
い
ま
ま
で
す
。

一
茶
の
句
も
、
か
き
つ
ば

た
、
わ
が
庵
の
か
き
つ
ば
た
は

花
が
小
さ
い
と
言
い
な
が
ら
、

一
茶
さ
ん
、
あ
や
め
と
比
べ

て
、
見
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
文
・
宮
川
洋
一
）

若くて水々しい緑をした初夏の銀杏です。
柄の先に普通は２個、時には１個や３個の“胚種”

という種子になる部分が剥き出しで、裸子植物と呼
ばれます。写真の黒い部分は、未受粉の胚種です。
恐竜全盛期のジュラ紀を含む中世代に、この実は

草食恐竜の格好の餌となり、種子は糞と共に世界中
に広がったと考えられています。
かっては多種類あったイチョウも、氷河期に恐竜

と共に消え、今はこの１種が現存するのみです。

菖蒲華 （６月２６日～６月３０日）

・６月３０日 夏越の大はらい

6月30日

二
十
六

6月29日

二
十
五

6月28日

二
十
四

6月27日

二
十
三

6月26日

二
十
二

6月25日

二
十
一

6月24日

二
十
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「
恐
竜
と
共
に
」

北
村

豊

（
小
布
施
町
栗
ヶ
丘
）
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【
七
十
二
候
】

わ
が
い
ほ

我
庵
や
花
の
ち
い
さ
い
か
き
つ
ば
た

一
茶
（
七
番
日
記
）


